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時  の  視  点
　東京都製紙原料協同組合

第６２回　通常総会　開催
日　時： ５月２１日（月）午後４時００分～

会　場： 上野精養軒　３階 ｢桜の間｣

司　会 上田　常任理事

開会の辞 坂田　副理事長

議　長 近藤（昌）副理事長

閉会の辞 長井　常任理事

　去る５月２１日（月）、東京都製紙原料協同組

合第６２回通常総会及び第５６回永年勤続従業員

表彰式が開催されました。

会場は、木立も一層緑色を増した上野公園内精養

軒で行われ、多数のご来賓、業界新聞社の方々が

ご出席くださいました。

　 平 成 ２ ９ 年 の 日 本 の 紙・ 板 紙 生 産 量 は

２, ６５１万トンで対前年比０. ９％増、消費量も

ほぼ同じで２, ６４８万トン、対前年比０. ７％増

でありました。

生産量の内訳は紙が０. ４％減、板紙が２. ８％増

と明暗を分けました。新聞用紙、印刷・情報用紙

の減少は電子媒体へのシフト等の構造的要因が大

きい。一方で包装用紙、段ボール原紙は通信販売

の普及、輸出向け梱包紙などの順調な需要の伸び

に支えられ、昨年比増で終える事が出来ました。

　古紙回収量は２, １０５万トンで昨年比０. ９％

減であるが、国内の古紙使用量は１, ７１２万ト

ンで昨年比０. ５％増でありました。用途別では

紙向けが３. ２％減の５３０万トンに対して、板

紙向けが　２. ８％増の１, １８２万トンでありま

した。品種別では段ボール古紙が１２. １％増に

対し、新聞古紙は４. ７％、雑誌古紙は４. ８％と

それぞれ減少しました。

　古紙回収率は８０. ９％で、昨年の８１. ３％を

若干下回ったが５年連続で８０％を上回っていま

す。また古紙利用率は６４. １％となり、目標で

ある６４％を３年連続で上回りました。

　古紙輸出量は５年前のピーク時４９３万トンか

ら３７３万トンまで減り続け、対前年比では４０
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万トン減少しました。５年前に比べ輸出比率も

２２. ７％から１７. ７％に下がっています。

特に中国が環境問題を理由に、昨年の秋以降に厳

しい規制を始めた事が影響しています。世界中か

ら古紙を大量に購入している中国が輸入規制を開

始して、しかも今後の展開が読めない為、混乱が

大きくなっています。世界的に古紙の需給バラン

スが崩れると輸出を前提に成立している日本の古

紙回収システムが崩れ、行政回収や他の発生元へ

の影響は避けられません。

日本が誇る分別回収により実現している古紙の高

い品質を守る為にも、バランスの取れた需給関係

を構築する必要があります。

一方で産業古紙の発生元である印刷所、製本所の

数が減少しています。市場の変化に対応するには、

此方も変化しなければならない。青年部を中心に

印刷所、製本所の若手経営者と交流して情報交換

をしています。また、製紙工場の視察を実施しま

した。

組合事業としては、各支部単位での活動は勿論、

今年度も家庭紙メーカー、製本業界、紙器業界及

びリサイクル業界との交流を継続した。理事及び

理事経験者の交流の場である「清風会」も引き続

き開催され、勉強会、ゴルフコンペを行ないまし

た。

恒例の合同新年会も今年で１５回目になり、各支

部から支部員が一堂に会し、多数の来賓を迎え盛

大に開催する事が出来ました。

理事長挨拶
東京都製紙原料協同組合

理事長　赤染清康

事業方針
昨年秋口より環境問題に端を発した中国の「未選

別の古紙」輸入制限は、輸入ライセンスの発行を

極端に減らす事となり、その結果、国内に環流し

た古紙がメーカー及び問屋の在庫となっている。

中国の輸入制限による市況の急落は、需給による

ものではなく政策によるものなので、先々の予測

がつかない。

　また日本の古紙は世界一の選別であり、禁忌品

の混入も極くわずかである。欧米の古紙の様にご
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みやリサイクル品目が混じり、産廃業者が回収す

る古紙とは雲泥の差がある。今回の中国による古

紙輸入制限は、欧米の古紙事情に日本が巻き込ま

れた感がある。

　日本の古紙の強みを生かし更に品質第一に努

め、今こそ J-BRAND を世界に発信する時である。

そして我が東京協組の強みである集直一体を生か

し、発生先からメーカーまで一貫したつながりで

得られる情報を活用し、問題に対処していきたい。

　全原連単組として認定制度を積極的に取り入れ

る。また組合として常に柔軟性を保つ為、組合員

に有益な新しい事業に取り組み、組合の活性化に

つなげる。

具体的には、今年度も仕事、知識、懇親等あらゆ

る面で組合員に役立つ活動を行い魅力ある組合作

りに結び付けたい。

（１）全原連をはじめとした業界団体との連帯を

強め、当組合の意見を反映させる。

（２）国内の製紙会社・関連団体・行政機関と緊

密な連絡を取り、当組合の意見を反映させ

る。

（３）海外の製紙会社・関連会社と交流し、調査・

研究を行う。

（４）仕事に直結した知識・情報を組合員が学ぶ

 機会を作る。取引先に正確に説明できる様

に古紙の品種、禁忌品、取引条件などにつ

いての勉強会を開催し、理解を深める。

（５）支部内で勉強会、懇親会を企画し、支部員

の交流につなげる。

（６）支部間の横断的交流を促進し、地域別・会

社別の業態の違いを学ぶ。

（７）世代交代を進める為、次代を担う青年部、

若手組合員に研修と活躍の場を提供する。

（８）海外向け古紙共販事業を実施し、調査・研

究をする。

（９）各組合員が業務上必要とする備品の共同購

入を実施する。

（�0）理事・支部長を対象に組合運営上に必要な

知識、技量の研修を行う。

（��）取引業界に、古紙市場の現状と変化につい

ての情報及び意見を伝える。

（�2）ＴＰＩＣＯ制度の運用と普及。

（�3）組合員及び組合にメリットのある、賛助会

員制度を進める。

（�4）全原連単組として、組合員の認定制度への

参加を促進する。

（�5）組合員間のコミュニケーションに資するゴ

ルフコンペ、懇親会等を開催する。
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議 案 審 議
〔組合員総数１６3 名中　本人出席 36 名、委任

状提出者 6� 名、議決権有総数 97 名〕

第１号議案 平成２９年度　事業報告書及び

 決算関係書類承認の件

平成２９年度　事業報告書　廣田事業部副部長

決算関係書類について　　　　　赤松会計理事

監査報告　　　　　　　　　　　　村上　監事

第２号議案　平成３０年度　事業計画、収支予算

 案並びに経費の賦課及び徴収方法

 決定の件

平成３０年度　事業計画案　　廣田事業部副部長

　　　〃　　　 収支予算案並びに経費の賦課及び

  徴収方法について　赤松会計理事

第３号議案　平成３０年度借入金残高の最高限度 

 額決定の件　　　　赤松会計理事

第４号議案　規約変更の件　　　　議　長　

第５号議案　役員報酬決定の件　　議　長

以上、第１号議案から第 5 号議案はすべて原案

通り可決されました。

長井常任理事

　最後は長井常任理事が閉会の挨拶をされて通常

総会は滞りなく終了致しました。

　尚、今回の規約変更は、中央支部が城南支部と

一部荒川支部に合併して、支部数が１０支部から

合計で９支部に変更となったためによるもので

す。
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第５６回　永年勤続従業員表彰式

午後５時１０分～

　通常総会終了後、引続き行われた従業員表彰式

には多数のご来賓の方々がご参加くださいました。

　司会の齋藤総務部長が開会の挨拶をされたあ

と、赤染理事長の挨拶と本日、表彰式に出席され

た被表彰従業員７名の方々に、表彰状と記念品が

贈呈されました。

　司会及び開会の辞 齋藤　常任理事

　閉会の辞　　　　   安立　常任理事

ご 来 賓 （出席者）

□ 衆議院議員　　

　 資源リサイクル推進議員連盟事務局長

 当組合顧問　松原　　仁　様

□ 参議院議員 環境大臣　

     内閣府特命担当大臣（原子力防災）

 中川　雅治　様

□ 東京都議会議員

 自由民主党東京都支部連合会幹事長

 当組合顧問　髙島　直樹　様

□ 経済産業省 製造産業局 素材産業課

 紙パルプ担当 課長補佐　金内　理恵　様

□ 経済産業省　製造産業局　素材産業課

 古紙係長　高橋　祐介　様

□ 東京都産業労働局商工部　経営支援課

 課長　川﨑　秀和　様

□ 東京都産業労働局商工部　経営支援課

 課長代理　佐藤　　旭　様

□（公財）古紙再生促進センター　

 専務理事　岡村　光二　様

□（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

 委員長　田口　　満　様

□（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

 副委員長　長谷川　浩　様

□（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

 委　員　井山　岳夫　様

□ 全国製紙原料商工組合連合会

 専務理事　富所　富男　様

□ 関東製紙原料直納商工組合　

 理事長　大久保　信隆　様

□ 東京都製本工業組合　

 理事長　大野　亮裕　様

□（株）商工組合中央金庫上野支店　

 支店長　松尾　悟志　様

□ 東京都中小企業団体中央会　

 支援課課長　小野塚　一彦　様
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□（公社）東京都リサイクル事業協会

　 副理事長　佐々木　義春　様

□ 東京都資源回収事業協同組合　

 理事長　松本　貞行　様

□ 都市近代化事業協同組合　

 代表理事　遠藤　隆鉦　様

□ 東京返本加工協同組合　

 理事長　工藤　裕樹　様

□ 東京返本加工協同組合　

 専務理事　鈴木　　昇　様

□ 東京都製紙原料協同組合　

 顧問　近藤　　勝　様

□ 東京都製紙原料協同組合　

 相談役　坂田　秀一郎　様

□ 大同生命保険株式会社　上野支社　

 支社長　石川　直樹　様

□ 大同生命保険株式会社　上野支社　

 課長　磯田　光司　様　

□ あいおいニッセイ同和損害保険（株）

 東京北支店練馬支社　

 支社長　谷口　隆司　様

□ あいおいニッセイ同和損害保険（株）

 東京北支店練馬支社　

 営業担当　関井　愛理　様

□（株）ウィル・プロモート　

 社長　近藤　靖俊　様

□（株）ウィル・プロモート　

 部長　宮内　亮一　様

□（一財）あんしん財団

 課長補佐　宮本　幸治　様

□ 杉山会計事務所

 税理士　杉山　靖彦　様

賛助会員（出席者）

□ 丸大食品（株）

 主査　納　　高明　様

□ 矢崎エナジーシステム（株）

 ＬＴ機械部リーダー　藤田　昌之　様

 マーケティングチーム　小林　泰斗　様

□（株）Ｆ - ＳＵＮツーリストジャパン

 代表取締役　小林　宏至　様

□ コマツカスタマーサポート（株）

 支店長　関田　雄一　様

 　　　　森川　彰　　様
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表彰従業員氏名
　□　男性　◆　女性　（順不同、敬称略）

〔勤続２０年以上〕　　　６名

◆樋田　君子 三弘紙業（株）

□菅野　勝実　  三弘紙業（株）

□猪山　直孝 　   三弘紙業（株）

□平石　浩史    （株）ノボル紙業

□大木　理　　   （株）工藤商店

□高山　秀人   （有）富士紙業

〔勤続１５年以上〕　　　１０名

□杉田　和成　   グリーンロジテック（株）

□菊池　直美　 三弘紙業（株）

□高橋　英樹   三弘紙業（株）

□小万　暢也　 三弘紙業（株）

□大川　敦史       三弘紙業（株）

◆山崎　仁美       三弘紙業（株）

◆見目　直美       三弘紙業（株）

□森　　善行       三弘紙業（株）

□田中　邦衡  　 （株）工藤商店

□神田　禎夫      （有）富士紙業

〔勤続１０年以上〕　　　　１７名

□栁　　大輔 グリーンロジテック（株）

□増田　　努 グリーンロジテック（株）

□渡辺　敏春    美濃紙業 （株）

□小林　俊儀    美濃紙業 （株）

□蓼沼　那仁    美濃紙業 （株）

□向原　達也     美濃紙業 （株）

□瀧本　悟   美濃紙業 （株）

□篠崎　勉    美濃紙業 （株）

□半田　圭二   美濃紙業 （株）

□山木　良   美濃紙業 （株）

□近藤　茂嘉  美濃紙業 （株）

□大橋　宏之 （株）共益商会

□梅木　裕介  （株）共益商会

□小林　新一    （株）工藤商店

□横山　章裕 （株）工藤商店

□井之上　正之  （有）富士紙業

□萩原　實     （有）富士紙業

〔勤続５年以上〕　　　　１６名

□中嶋　祐介　 グリーンロジテック（株）

◆眞壁　伸子  グリーンロジテック（株）

□佐藤　大地   グリーンロジテック（株）

□横田　和也    美濃紙業 （株）

□石﨑　政人 　 美濃紙業 （株）

◆窪田　素子   美濃紙業 （株）

□村山　翼   美濃紙業 （株）

□石黒　克宜  美濃紙業 （株）

◆中山　美穂  美濃紙業 （株）
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□大胡　勝弘  美濃紙業 （株）

□星　　 直樹 （株）工藤商店

□片桐　弘嗣   （有）富士紙業

□池田　祐治  （有）富士紙業

□丸田　義明   （有）富士紙業

□伊藤　照雄  （有）富士紙業

□飯島　邦明  （有）富士紙業

以上４９名（女性６名）

来賓ご祝辞
□　衆議院議員　当組合顧問　　

　　松原　　仁　様

□　東京都議会議員　当組合顧問　

　　髙島　直樹　様
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□　経済産業省 製造産業局 素材産業課

　　紙パルプ担当 課長補佐　金内　理恵　様

□　東京都産業労働局商工部　経営支援課

　　課長　川﨑　秀和　様

謝  辞　

被表彰者を代表して株式会社　工藤商店

大木　理様より謝辞をいただきました。

写真　　2606

　　　　

表彰者集合　

安立常任理事　

祝賀懇親会　　　　　　　　　　　　

午後６時～

　引き続き午後６時より３階桜の間で祝賀懇親会

が行われました。

司会の冨澤常任理事の開宴の辞に続き、赤染理事

長の挨拶がありました。
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続いて、ご来賓の参議院議員　中川　雅治様と、

（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会　

委員長　田口　満様からお祝辞を頂きました。

引き続き司会者より他のご来賓の紹介がありまし

た。

乾杯のご発声は、先日、旭日小綬章を受章された

東京都製本工業組合　理事長　大野　亮裕様の音

頭で宴が開かれました。

賑やかな雰囲気の中、祝賀会も終わりが近づき、

関東製紙原料直納商工組合　理事長　大久保　信隆

様から中締めがありました。

最後に高橋常任理事の閉会の辞で終了となりまし

た。総会から出席頂いた組合員の皆様にはお疲れ

様でした。また、全ての式典が無事終了しました

ことを心より御礼申し上げます。　

来賓ご祝辞
□　参議院議員

　　中川　雅治　様

□（公財）古紙再生促進センター

　　関東地区委員会委員長　田口　満　様

乾杯のご発声
□　東京都製本工業組合　理事長

　　大野　亮裕　様
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中締め
□　関東製紙原料直納商工組合　理事長

　　大久保　信隆　様

高橋常任理事

時  の  話  題

静岡県紙業協会家庭紙部会
との懇談会

［平成３０年３月７日（水）午後２時００分～］

於）富士工業技術支援センター

出席者： 静岡県紙業協会家庭紙部会 �5 名

 （内、家庭紙メーカー �� 名）

 静岡県製紙原料商業組合     �0 名

 東京都製紙原料協同組合　   7 名

三団体代表挨拶
イデシギョー（株）井出会長

　［静岡県紙業協会家庭紙部会］

最近、大手家庭紙メーカーのトイレットペーパー

製品価格修正の話が出ています。パルプ価格が高

騰しており、生産や製品価格修正に影響を与えて

います。以前のトイレットペーパーは、再生紙物

が６５％でパルプ物が３５％でしたが、今はパル

プ物が約３８％に達しています。昨年のトイレッ

トペーパーの生産は１００. ４％伸びたが、ほと

んどが大手メーカー製であり、中小メーカー製は

逆に減少しています。輸入品は９０.２％と減少し、
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シェアも４. ２％と減少しています。現在、中小

家庭紙メーカーは大手家庭紙メーカーの動きを見

ながら価格修正に期待しています。

赤染理事長　［東京都製紙原料協同組合］

今、古紙業界が直面している問題は、中国の輸入

規制の問題です。中国の輸入規制は未選別の古紙

に対してのもので、欧米のゴミ混じりの古紙と　

日本の選別された古紙が同じに扱われてしまって

います。

行政回収、集団回収などで選別された古紙は日本

だけで、古紙専業の業者が回収をしています。し

かし、他の国は古紙もゴミも一緒にした物を大

手廃棄物業者が回収をしています。先日、製紙

連・全原連でアメリカ・イギリス・オーストラ

リアから新聞古紙の輸入品をテストしたところ、

オーストラリア物では新聞古紙が２０％、ゴミが

４０％、その他が段ボール・台紙・チラシ・雑誌

等でした。この件で中国が環境問題から反応して

輸入制限をかけたという事です。政策的な事なの

で、解決には先が読めない状況にあります。

菊池理事長　［静岡県製紙原料商業組合］

当組合の理事長となり３年が経ちました。

いつも静岡県紙業協会家庭紙部会との懇談会は、

他の会合とは雰囲気が違うように感じます。そこ

には、信頼関係があるからそう感じるのではない

かと思います。本日も本音をもって会議に臨みた

いと思います。

市況全般と家庭紙原料について　

上田直納部長　［東京都製紙原料協同組合］

古紙市況は、中国への輸出規制の影響で裾物３品

の古紙価格は大幅に下落しました。特にミックス

古紙は価格がつかない状態が続いています。又、

国内メーカーの在庫は３品とも潤沢な状況となり

雑誌は余剰感が出ています。

印刷・製本・出版関係の発生は５％の落ち込んだ

状態です。産業古紙は年々、発生が減少しており、

これからも減り続ける状態が続いていくと思われ

ます。

家庭紙原料について　

冨澤直納部副部長　［東京都製紙原料協同組合］

産業古紙の発生は、昨年末から現在にかけて低調

が続いております。発生元として影響のある出版

業界は、毎年７～８％の減少が続いており、回復

する見込みがないと思われます。それをカバーす
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るものとして事業系の古紙があります。

全体的に産業古紙の発生は減少が続いており、掘

り起しもない状況にあります。年末から１月に問

屋在庫が若干増えたが、これは中国への輸出規制

の影響でミックス古紙が国内へ廻ってきたため起

こったように思われます。

現在は、品質の良いものは順調に輸出されており

ます。

オフィス古紙について　

高橋直納部員　［東京都製紙原料協同組合］

オフィス古紙の発生は、昨年末から今年３月にか

けて多くなっていますが、対前年対比では発生が

減少しています。

原因は電子化やペーパーレス化が進んでいるから

だと思われます。中国向け輸出は品質の良い物は

引合いがあります。３月からは機密系古紙の発生

が多くなってきますが、価格面で変化が出てくる

のではないかと考えられます。

中国向け輸出について　

須永委員　［静岡県製紙原料商業組合］

読売新聞の記事を元に中国向け輸出がどのような

経緯で規制に至ったかを説明した。

静岡の現況について　

［静岡県製紙原料商業組合］

昨年１２月の上質古紙の扱いは対前年比９６％で

したが、今年１月には８６％に落ちています。２

月も８５％ぐらいになると予想され発生減が心配

されます。３月は発生期になるので多少の戻りは

期待できますが、今後の動きが気になります。

家庭紙メーカーの現状　

［静岡県紙業協会家庭紙部会］

古紙の入荷は順調。消費は計画どおり。在庫は潤

沢か適正。一部メーカーに生産トラブルがあった。

質疑応答　Ｍ－メーカー　　Ｇ－問屋

Ｍ－Ｑ：資料データの中で上物輸出が新聞・雑誌

より多く出ているが何故なのか？

Ｇ－Ａ：資料は通関統計のデータなので間違いな

いが、家庭から出る上物と事務系から

出る上物とは限りません。事業系の大

手企業の廃棄物や大手印刷会社の廃棄

物が、当時、価格が良かったので企業

の選択として輸出に回ったと考えられ

る。中には産業廃棄物業者が商社との

取引で直接輸出される事もある。
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Ｍ－Ｑ：４月以降の中国への輸出はどうなるのか？

Ｇ－Ａ：２０１６年に中国が２, ８００万トンの

輸入をしており、昨年が２, ０７０万ト

ンの輸入があった。徐々に中国国内の

リサイクルを増やしている事が考えら

れ、製品の輸入で補っている事も考え

られる。しかし、今回の件は、需要と

供給を度外視した国の政策なので予測

ができないのが現状です。

Ｇ－Ｑ：富士地区のメーカー増設・増産はどの程

度行われるのか？

Ｍ－Ａ：今はティッシュペーパーが足りない状況

にある。日本ではティッシュペーパー

の輸入が増えている。中国でもパルプ

価格が上がっておりティッシュペー

パー製品の値上げをしている。日本の

小売店では輸入品を止め、日本製に替

える案も出ている。これにより市況が

おかしくなる状況にはならないと考え

られる。パルプ物のトイレットペーパー

価格が大幅に上がれば、再生紙のトイ

レットペーパーが出てくるチャンスに

なり、再生紙物の製品価格が上がれば

生産が増えると考えられます。

集荷部アンケートについて

今年３月に集荷部員に対して、集荷業者の実態把

握と今後の対処についてアンケートをお送りしま

した。その提出結果が出ましたのでご報告いたし

ます。

アンケートの総提出数は３３件で、経営者２５件

と後継者６件、その他２件でした。

経営者の回答　２５件
すべての項目で（Ａ）～（Ｅ）のいずれかに〇を

して下さい。

①取引の推移（５年前と比べて）

・取引先数・・ A.� 件　大幅に増えた　

 B.� 件　増えた　C.4 件　同じ

　D.�3 件 減った　 E.5 件　大幅に減った

・取引重量・・ A.0 件　大幅に増えた

　　 B.2 件　増えた　C.2 件　同じ

　D.�2 件　減った 　E.6 件　大幅に減った

②取引の推移（5 年先の予想）

・取引先数・・ A.0 件　大幅に増える　

　 B.� 件　増える　C.5 件　同じ

　D.�4 件　減る　　E.3 件　大幅に減る
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・取引重量・・ A.0 件　大幅に増える

　　　 B.0 件　増える　C.4 件　同じ

　D.�5 件　減る　　E.3 件　大幅に減る

③今後、業務の維持及び拡大を図るには、どんな

手を打つべきだと思いますか ?

A.�2 件　営業活動をして取引先を増やす　　　

B.   3 件　 営業活動をして扱い品目を増やす

C.   6 件　 アイデアを活用する　　具体的に

�. 節約　　2. 港区で選別している所は � 件しか

ない

3. 取引先の考えと自社の考えを話し合い良い方

向に進める

4. 真心　　5. 人手と車両の確保に苦労が多い　

6. インターネットの活用　

7. 同業他社・異業種業者との協業でのネットワー

ク作り　　8. 取引先との一層の関係強化

④集荷業について思う事・・・　

A.   0 件　とてもやりがいがある

B.   3 件　状況は厳しいがやりがいがある　

C.   9 件　現状維持出来れば良い　　

D. �� 件　将来が不安　

E.   3 件　その他　具体的に　

�. 大手の製本屋・印刷屋に問屋が介入しても太

刀打ち出来ない　　2. 後継者がいない　

3. 組合は集直一体と言うが、現実には大手直納

業者やアウトサイダーの業者が集荷の取引先に営

業をかけている。直納単価に集荷は太刀打ち出来

ない。

⑤組合（東京協組）を活用して、現状転換を図る

方法として

A.�3 件　集荷の今後に関する勉強会の実施

B.   3 件　その他、どんな事をすればよいか　

具体的に　

�. 有償にすると得意先が逃げるのが困る

2. 製本・印刷業に価格をまかない事　　　　　

3. 集荷部同士の情報交換の場が必要

後継者の回答　6 件
①取引の推移（5 年前と比べて）

・取引先数・・ A.0 件　大幅に増えた

　　 B.2 件　増えた　　C.� 件　同じ

　D.3 件　減った　　E.0 件　大幅に減った

・取引重量・・ A.0 件　大幅に増えた

　　 B.� 件　増えた　C.0 件　同じ

　D.5 件　減った　 E.0 件　大幅に減った

②取引の推移（5 年先の予想）

・取引先数・・ A.0 件　大幅に増える

　　 B.� 件　増える　　C.2 件　同じ

　D.3 件　減る　　　E.0 件　大幅に減る

・取引重量・・ A.0 件　大幅に増える

　　 B.� 件　増える　　C.� 件　同じ

　D.3 件　減る　　E.0 件　大幅に減る

③今後、業務の維持及び拡大を図るには、どんな

手を打つべきだと思いますか ?

A.2 件　営業活動をして取引先を増やす

B.2 件　営業活動をして扱い品目を増やす

C.0 件　アイデアを活用する　　具体的に

④集荷業について思う事・・・　

A.2 件　とてもやりがいがある　

B.� 件　状況は厳しいがやりがいがある　

C.� 件　現状維持出来れば良い　　

D.4 件　将来が不安

E.� 件　その他　具体的に　

　集荷業は将来先細りしていく中で今後どうする

かが課題
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⑤組合（東京協組）を活用して、現状転換を図る

方法として

A.0 件　集荷の今後に関する勉強会の実施

B.� 件　その他、どんな事をすればよいか　

具体的に・・・　　　　　　　　　　　　

異業種、社会への知名度向上、業界自体の認知度

が低い

 
中央支部合併について

　昨年より検討をかさねてきました中央支部の合

併につきまして、５月の総会にて正式に決定致し

ました。

合併支部は城南支部と一部、荒川支部となります。

今後の支部活動についてよろしくお願い致します。

清風会ゴルフコンペ
　　　　　　　　

青年部幹事長　宮内啓悟

４月１２日木曜日、東名カントリークラブで　清

風会ゴルフコンペが開催されました。

前日は、暴風が吹いていましたが当日は風もやみ

天気も良く、富士山も綺麗に見えていて天候に恵

まれスタートする事が出来ました。

私の組は、齋藤理事、坂内理事の３人で和気あい

あいとスタートし、前半ショートホールで１２

回も大たたきするミスを起こすなどしながら、　

１８ホール何とか回る事が出来、ハンデに恵まれ

優勝する事が出来ました。

次回からハンデが３割カットされたので、ミスを

減らしもう一度優勝狙って頑張りたいと思います。

優勝　　宮内　啓悟

準優勝　安立　博信

尚、今回の開催より坂田秀一郎会長が会長職を退

任され、新会長に近藤勝前理事長が就任されまし

た。

青年部総会開催

青年部幹事長　宮内啓悟

　５月１５日火曜日６時３０分より、上野精養軒・

上野駅前３１５３店にて、青年部通常総会が開催

されました。

部員数４７人中出席２２名委任状１１名合計３３

名と法定数を満たし成立しました。

議長に、梨本副部長が選任され議案審議が行われ、

１号議案から５号議案まで、全て原案通り可決さ

れました。

　来賓で当組合理事長の赤染様より挨拶を頂き、

持永幹事の閉会の辞にて、平成３０年度通常総会

が無事閉会しました。

同じ会場で、そのまま懇親会に入り近藤副理事長

に乾杯の挨拶をしていただき、２時間後朝倉理事

に締めの挨拶をしていただき、懇親会も無事終了

しました。
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支　部　便　り

支部総会開催

文京支部会及び総会
　

文京支部長　梨本竜範 

支部会
　４月１８日（水）１８：３０から文京支部定例

会を行いました。

今回は同じ紙関係で文京支部どうしの東京グラ

フィックサービス工業会文京支部の方々と一緒に

合同支部会を行いました。

東京グラフィックサービス工業会は都内中小印刷

関連業社が多数加入している組合らしく、もとも

とは東京軽印刷工業会でガリ版を発祥とする軽印

刷が中心で構成された組合なので組合員数も多数

いるそうです。

　当日は支部長と次期支部長の２名参加していた

だき、食事をしながら互いの情報交換や質疑応答

等同じ地区ならではの話題も多く、最後まで会話

が尽きることなく有意義な会でした。

支部総会
　５月１８日金曜日１８：２０から、池袋東明飯

店にて文京支部総会を行いました。出席者数は８

名で各議案も無事成立し１８：３０より同会場に

て中華料理を食べながらの懇親会をしました。

台東支部総会　

台東支部　近藤達也
 

　去る平成３０年４月２６日（木）上野中華料亭

「翠鳳」にて平成３０年度台東支部総会を開催し

ました。

　本部から赤染理事長、斉藤総務部長にお越し頂

き、支部員１０名が出席しました。近藤昌和支部

長を議長に選出し、すべての議案が承認され、無

事修了致しました。

　総会修了後の懇親会は、高級感があり落ち着い

た雰囲気の個室で、斉藤総務部長の乾杯で始まり

ました。

四季折々の旬の食材を使用したコースを頂きなが

ら美味しいお酒となりました。楽しい時間はあっ

という間に過ぎ、近藤國宏さんの一本締めで閉会

となりました。

城南支部総会　

城南支部　千田 信治

　４月２８日（土）麻布十番の東京さぬきクラブ

において東京都製紙原料協同組合・城南支部の総

会が開催されました。

今回の総会は城南支部にとって特別な総会となり

ました。それは、以前より中央支部が会員数が減

り総会が開けないと組合に相談をされていた所、

赤染理事長の勧めもあり、今回の総会で城南支部

と一緒になる事が決まったのです。
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今回の会合には、むさしの紙業㈱の安立社長、JP

資源㈱の渋谷社長と矢澤社長補佐様にご出席して

頂きました。

総会では先ず、坂田支部長より今後中央支部が加

わる事でより協力し、益々活気がある良い支部に

して行こうとの挨拶を頂き、赤染理事長からは今

後、中央支部の会員の方々の情報も共有し難局を

乗り切って行こうとのお言葉を頂きました。

その後の親睦会では、麻布の一等地にありながら

日本庭園に佇む隠れ家のような建物で讃岐の郷土

料理を堪能し終始、大変にぎやかな楽しい会とな

りました。

これからも支部の皆様と一層より良い協力関係を

築き、坂田支部長を盛り上げ、活気ある支部に成

る様に努めて行きたいと思います。

♪ことわざミニ知識♪

尻馬に乗る（しりうまにのる）

他の人が乗っている馬の尻に乗る。他の人が乗っ

ている馬の後ろに乗る事から、節操もなく他人の

言説に付和雷同すること。

無批判に人のすることに便乗して行動すること。

支部スケジュール

千代田支部

　支部会・納涼会　７月９日（月）志満金

　支部会　９月１０日（月）菜の家

文京支部　

　支部会　７月１８日（水）大塚すし常本店

　納涼会　８月　　　　　　＊場所未定

　支部会　９月１８日（火）東明飯店

台東支部

　納涼会　７月　＊日にちと場所未定

　支部会　９月　組合会館　＊日にちは未定

荒川支部

　スケジュール未定

足立支部　　

　スケジュール未定

山手支部

　支部会　７月１９日 （木）　鮨やなぎ

　支部研修会　９月１日（土）～２日（日）

　　　　　　　場所未定

城南支部

　納涼会　７月　＊日にちと場所未定

江墨支部

　支部会　７月２０日（金）亀戸・すし屋の弥助

　支部会　９月１８日（火）亀戸・すし屋の弥助

　＊７月・９月は予定　　８月は休会

城北支部

　支部会　７月１０日（火）　赤羽「コロンビーノ」

　８月・９月は休会
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お　知　ら　せ

［ ７月会議 ］
７月　５日（木） 上野商工中金総会

 講演会（ｐｍ4：50～）

 懇親会（ｐｍ6：30～）浅草ビューホテル

７月　６日（金） 共販輸出検討委員会（pm3：00 ～）

 常任理事会（pm3：30 ～）　

 理事会（pm4:30 ～）　

　　　〃　 　　 清風会研修会（ｐｍ 5：30 ～）

清風会納涼会（ｐｍ 6：30 ～）

　　　　　　 上野・東天紅

７月２５日（水） センター関東地区委員会（ｐｍ 4：00）

 研修会（ｐｍ5：30～）センター会議室

７月２６日（木） センター業務委員会（ｐｍ2：�5～）

　　　〃 　　 全原連役員会（ｐｍ 3：�5 ～）

 センター会議室

その他
＊８月は理事会休会

＊事務局　夏季休暇　８月１３日（月）～１５日（水）

［古紙価格］
［東資協の古紙 4 品の標準売値］

平成 30 年 5 月 9 日現在

新　聞　      9 円～ �3 円 （横ばい）

雑　誌　     7 円～ �0 円 （下値下降）  

段ボ－ル　  9 円～ �� 円（下値下降）

［組織変更］
住所変更（本社移転）
足立支部：美濃紙業（株）（代表　近藤　勝）

新住所　足立区千住東２- ２３- ３　

電話・ＦＡＸは変更なし

（代表表者変更）山手支部：

王子浮間古紙センター（株）　代表　村山孝生

→新代表取締役社長　諸隈　令介（平成３０年４月）

［平成３０年度ランク変更］　

荒川支部 :

（株）マンモスエコロジー（代表　藤井康輔）

　平成３０年度よりＣランクに変更

［組合新入会］
荒川支部：長谷川紙業　代表者　長谷川義久　

Ａランク　平成３０年４月１日より

城北支部：㈱小黒商店　代表者　小黒義昭

Ａランク　平成３０年４月１日より

［組合員脱退］
（平成２９年１２月末）

［文京支部］ 辻　三郎商店（代表者　辻　勝恭）廃業

［城北支部］（有）中村紙業（代表者　中村　紀代）廃業

（平成３０年３月末）

「山手支部」

加藤商店（代表者　飯塚　宗夫）自己都合

浜 近藤紙業（代表者　近藤　直美）自己都合

会 議 概 要［ ３月・４月・５月 ］

３月度定例理事会 

［平成３０年３月５日（月）］　於）組合会議室

出席理事２６名・監事０名

［理事長挨拶］

中国向けの古紙輸出については大変厳しい状況が

続いています。過去の大余剰から比べれば余る事

はあっても、まったく売れない事ではない状況で

す。これからも、古紙の品質をさらに気を付けな

いといけないと感じております。

［各部報告］

［総務部］
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事業部では新事業がスタートし、又、集荷部では

アンケートを３月下旬に発送する事となりました。

会館東側の壁面の防水工事について・・・雨漏り

がするため計上の予算内で早急に工事の手配をする。

［直納部］

３月度の共販輸出は、上物に関しては輸出業者３

社から辞退の申し出があり、入札不可となりました。

裾物では段ボールが２社から入札が入り（１社は

辞退）、その結果、日商岩井紙パルプ（株）が国

内より高い価格で落札しました。業者からのコメ

ントでは「全体的に市況は弱含み。中国メーカー

は優先的にアメリカ品を買っている」との事。

ミックスは、輸出業者２社から辞退の申し出があ

り、１社での入札となりました。その１社は、国

内よりも低い価格だった為、今回はスキップ（輸

出見送り）と致しました。

市況全般では、ミックス輸出に関してアメリカ、

ヨーロッパ、オーストラリアからの古紙は品質が

悪く、価格がどんどん下がっている。

［新聞・雑誌・段ボール］　新聞古紙の発生は引き

続き減少。国内メーカーの在庫はいっぱいになっ

ています。メーカーは今後、しばらくは必要量の

みの購入となり需要は弱含みとなりそうである。

古紙価格は下げ基調。

雑誌古紙の発生も減少傾向。需給状況は、輸出向

け古紙が行き場を失ってきて国内に流入してお

り、メーカーの在庫はいっぱいの状況。

段ボール古紙の発生は安定している。他品種と同

様、メーカー各社の在庫はいっぱいの状況。段ボー

ル原紙の生産は堅調であるものの、古紙発注量の

調整を行っている。

［上物］　産業古紙の発生は、ここにきて少し良く

なりました。メーカーは原料在庫を持ち始め、製

品在庫も高水準となってきました。３月に入り事

業系古紙の発生も見込まれる時期なので、メー

カーは少し強気となっております。輸出向けミッ

クス古紙が国内家庭紙向けに流入したのは限定的

であったのではないかと思われます。メーカーの

稼働状況が良くないので原料在庫と製品在庫が増

えている状況です。

［返本］　昨年実績は前年対比９４％でした。コ

ミックに関しては、電子コミックの売上金額の方

が多くなった。しかし、電子媒体がすべて伸びて

いる訳ではない。

［集荷部］

３月～４月は発生が多くならなければいけない

が、産業古紙は少ない。雑誌と雑紙は引き取らな

いところが多く、捨てるのにもお金がかかる為、

今後は逆有償を考えなければいけない。

集荷部アンケートは広報３月号に同封して３月

２６日に発送予定。

［広報部］　

広報３月号「時の視点」には、中国向け輸出に関

連した市況をＫＰＰに原稿依頼してある。「時の

話題」では合同新年会の記事を掲載し、支部から

は、一部で新年会や旅行会を開催した報告記事を

掲載予定。原稿をまだ提出していない方は、早急

に提出してください。他には賛助会員の紹介記事

も掲載予定です。

［事業部］

共同購入として大塚商会「たのめーる」の取引を

代理店ＪＰ（株）を通して実施しました。２月末

に組合員宛てに登録申込用紙を発送済みです。

［青年部］

３月１９日（月）に製本二世連合会との勉強会と

懇親会を開催予定。

［近代化推進委員会］

１月２５日全原連の新年会前に行われた各委員会

の議事録を添付してあるので、後で目を通すように。

［審議・検討・報告事項］

１. 第６２回通常総会議案と来賓の確認。第５６
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回永年勤続従業員表彰推薦送付について・・・

原案どおりで可決

２. 組合新加入の審議：城北支部  （株）小黒商店

 （代表者　小黒　義昭） Ａランク 平成３０年

４月１日付

 荒川支部　長谷川紙業（代表者　義久）　Ａランク

 平成３０年４月１日付　・・・原案どおりで可決

３. 脱退者について 

 山手支部： 浜 近藤紙業（代表　近藤　直美）　

経営を第三者に譲渡した為　　平成３０年３

月３１日付脱退・・・原案通りで可決　

４. 全原連役員の改選は、理事４名（赤染、坂田、

工藤、齋藤）　・　監事１名（上田）で前回と

変更なし　

 近代化推進委員（各委員長正副）・・・ＩＴ委

員の副委員が廣田理事から冨澤理事に変更。

他は従来どおり変更なし。

５. 理事退任後の近藤前理事長の役職については、

本人より組合顧問及び清風会会長の承諾を得

た。

６. 中央支部の合併の件：具体的にどこへ移籍す

るか安立支部長に一任。

７. 賛助会員の新加入についての審議：　コマツ

リフト（株）　フォークリフトの販売等　平成

３０年４月１日付・・・原案通りで可決

８. 同業他社を新たに賛助会員に受け入れるかど

うかについて・・・次回の理事会前にプレゼ

ンを実施し、内容確認をしてから判断する。

９. 訃報連絡：城北支部：（有）黒田商事（代表者

 黒田真司）のご尊父　黒田義孝　様（享年 78）

が平成 30 年 2 月 �6 日ご逝去

 

古紙センター業務委員会
　

［平成３０年３月１６日（金）］　pm�：�5 ～　

於）古紙センター会議室　

［�］　通常総会の報告について　

［2］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

古紙センター関東地区委員会
　

［平成３０年３月２７日（火）］ ｐｍ 4：00 ～　

於）古紙センター会議室

［需要動向］　�8 ／ 2 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 49,076(  9�.�% )

 出荷 48,48�(  87.5% )

 在庫 �0,900(  22.5% )

［雑　誌］ 仕入 40,372(  88.9% )

 出荷 4�,060(  87.�% )

 在庫 �3,7�9(  22.5% )

［段ボール］ 仕入 �26,7�5(�03.2% )

 出荷 �28,055(�03.3% )

 在庫 �3,862(  �0.8% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 �68,277(  9�.8% )

 消費 �69,�09(  86.0% )

 在庫 �85,897(�09.9% )

［雑　誌］ 入荷 99,694(��9.�% )

 消費 �02,�47(�09.9% )

 在庫 54,328(  53.2% )

［段ボール］ 入荷 3�0,38�(�09.0% )

 消費 3��,249(�00.4% )

 在庫 �27,948(  4�.�% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

32 社報告の 2 月古紙仕入は前月比で 3 品ともに

減少し、前年比では段ボールは増加、新聞・雑誌

は減少した。在庫は前月比で段ボール・雑誌は減

少、新聞は増加し、前年比では 3 品とも増加した。
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三紙会報告の 2 月古紙仕入は前月比で 3 品とも

に減少し、前年比では段ボールは増加、新聞・雑

誌は減少した。3 月の古紙仕入の見通しについて

は前月比で 3 品ともに増加し、前年比で新聞・

雑誌は減少、段ボールは前年並みの見通しである。

［上物古紙］

2 月末の上物古紙在庫は、全体では前月比・前年

比ともに増加し、家庭紙向けでは前年比では色上

を除いて、DIP 向けでは全品が増加した。近年に

ない潤沢な在庫状況であり、年度末で発生が増加

していることに加え、中国の古紙輸入規制も影響

している。

［メーカー側コメント］

2 月の新聞の発注は大幅に減少、入荷は計画通り、

消費は減産等があり減少し、在庫は微減となった。

3 月の発注は減少、入荷は計画通り、消費は 2 月

と同様減産傾向が継続するため減少、在庫は減少

する見通しである。しかし、在庫は例年に比べ引

き続き高い水準にある。4 月以降の発注は休転が

集中することもあり、発注抑制となる見通しであ

る。

2 月の雑誌の発注は横ばい、入荷は順調、消費は

計画通りで、在庫は減少した。3 月の発注は横ば

い、入荷は順調、消費は計画通りで、在庫は横ば

いから微減の見通しである。新聞と同様在庫は高

い水準で推移している。4 月以降の発注は休転等

の影響もあり、抑制していく見通しである。

2 月の段ボールの発注は減少から横ばい、入荷は

順調で一部で荷止めを行うメーカーもでている。

消費は順調であるが、休転のメーカーでは大幅に

減少し、在庫は横ばいから増加となった。3 月の

発注は対前月比で増加、入荷は順調、消費は概ね

順調で、在庫は対前月比で微減となる見込みであ

る。

４月度定例理事会

［平成３０年４月４日（水）］　於）組合会議室

出席理事２３名・監事０名

［理事長挨拶］

５月に行われる第６２回通常総会に向けて担当者

の役割分担やその他、詳細をつめていきたいと思

います。

［各部報告］

［総務部］

第６２回通常総会に関関係する事項について後

程、討議致します。

［直納部］

４月度の共販輸出は、上物では１社からの入札が

入り、２社から辞退の申し出がありました。その

結果、国内より低い価格だった為、スキップ（入

札見送り）となりました。

裾物では段ボールが１社から入札が入り、２社か

らの辞退の申し出がありました。その結果、国内

より低い価格だった為、スキップ（入札見送り）

となりました。

ミックスは輸出業者３社から辞退の申し出があ

り、入札不可となりました。

市況全般は、裾物で段ボールが横ばい、他の古紙

は歯止めがきかない状態です。新聞・雑誌はメー

カーからの注文がなく、納められない状況です。

上物は裾物よりは良い状態ですが、家庭紙メー

カーの原料在庫がいっぱいの所が多い状況。しか

し、品質の良い産業古紙は引合いが強くなる方向

にあります。

［新聞・雑誌・段ボール］　新聞古紙の発生は引き

続き減少。国内メーカーは在庫をいっぱい持って

いる上、上期にはシャットダウン（生産停止）の

継続もある為、今後しばらくは使用量のみの購入

に限定され需要は弱含みと予想されます。価格も

弱含みとなっております。
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雑誌古紙の発生も減少傾向。需給状況は弱含みで、

問屋在庫・メーカー在庫は共にいっぱいの状況。

段ボール古紙の発生は安定している。他品種と同

様、メーカー各社の在庫はいっぱいの状況。段ボー

ル原紙の生産は堅調であるものの、シャットダウ

ン（生産停止）を控えている事からメーカーは古

紙発注量の調整を行っています。

［上物］　産業古紙の発生は出版系が低調ですが、

商印系と事業系は比較的良かったと思われます。

家庭紙メーカーでは原料在庫の水準は高くなって

いる。ＧＷ中はメーカーの内、何社かが稼働する

話を聞いています。パルプ物の製品値上が控えて

おり、パルプ物の製品に品薄感が出ています。４

月より新マシーンが稼働する話があり、古紙物が

動く要因として期待しています。

［返本］　３月の返本雑誌の発生は前年対比８９％

でした。　

［集荷部］

３月～４月の産業古紙の発生は良くない。雑誌は

厳しい状況で、以前のように逆有償扱いを考えな

ければいけない時期になってきたのではないか。

集荷部アンケートで経営者と後継者がいる場合

は、用紙をコピーして２部提出して欲しい。現在、

１７件の提出がありますが、各支部長は集荷の

方々に再度のアンケート提出を促して欲しい。締

切は４月１６日迄です。

［広報部］　

広報６月号の記事は、５月の総会が中心となりま

す。又、各支部で行われる支部総会内容も掲載予

定です。詳しくは５月下旬に開催予定の広報部委

員会で検討致します。

［事業部］

引き続き、共同購入として大塚商会「たのめーる」

を代理店ＪＰ（株）を通して紹介・実施していき

ます。

［青年部］

４月１７日（火）青年部部会（午後５時）懇親会

（午後６時）を開催予定。

５月１５日（火）青年部総会　精養軒・上野駅前

３１５３店で開催　総会（午後６時３０分～）懇

親会（午後７時～）

［支部報告］

千代田：5/�4（月）総会「菜の家」

中　央：4/24（火）総会

文　京：4/�8（水）支部会　5 月総会　

台　東：4/26（木）総会「上野・翠鳳」

荒　川：4/�4（土）総会「伊豆栄・梅川亭」　

足　立：5/�3（日）～ �4（月）総会「箱根」　

山　手：4/28（土）総会「やなぎ鮨」　

城　南：4/28（土）総会　　

［審議・検討・報告事項］ 

１. 平成３０年度　ランク変更申請の審議　１件

荒川支部　（株）マンモスエコロジー（代表　

藤井康輔）

 平成２９年度Ｄランクから平成３０年度Ｃラ

ンクに変更・・・原案どおりで可決

 平成２９年度組合員脱退者　合計４社

２. 第６２回通常総会・第５６回永年勤続従業員

表彰に関する事項　

 ① 議案について追加：規約変更　中央支部合

併につき支部合計９支部に変更

 ②平成２９年度事業報告と平成３０年度事業

計画（案）の上程

 ③総会・表彰式・祝賀会の運営、担当理事の

決定

④　永年勤続従業員表彰申込状況：３社・１６名

（4/4 現在）　　

 文京支部：グリーンロジテック（株）・・６名

 台東支部：（株）ノボル紙業・・１名　

 足立支部：美濃紙業（株）・・１６名

 城北支部：（有）富士紙業・・９名
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 （株）工藤商店・・・５名

３. 全原連　「雑誌古紙の組成調査」アンケート協

力要請

４. 賛助会員入会希望：三井住友海上代理店ユナィ

テッド・インシュアランス（株）会社紹介と

商品説明

 既存の同業社との商品と組合員契約が重なら

ない事・・・条件付で承認

５. 中央支部の合併について：支部員７社中、６

社は城南支部と合併・１社「（有）宏栄」は荒

川支部と合併・・・安立支部長一任で決定

６. 理事会日程について

 ７/ ６（金）、９/ ５（水）、１０/ ３（水）、

 １１/ ５（月）、１２/ ５（水）

＊７月は清風会納涼会有り・８月は休会

古紙センター関東地区委員会
　

［平成３０年４月１９日（木）］ ｐｍ 2：00 ～　

於）古紙センター会議室

［需要動向］　�8 ／ 2 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 56,08�(  93.4% )

 出荷 53,783(  89.4% )

 在庫 �3,�98(  24.5% )

［雑　誌］ 仕入 5�,734(  89.6% )

 出荷 49,345(  89.6% )

 在庫 �6,�08(  32.6% )

［段ボール］ 仕入 �44,660(�0�.6% )

 出荷 �40,0�9(  99.4% )

 在庫 �8,503(  �3.2% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 �87,775(  89.9% )

 消費 �94,999(  90.2% )

 在庫 �77,568(  9�.�% )

［雑　誌］ 入荷 ��9,660(���.5% )

 消費 �22,2��(��8.8% )

 在庫 50,909(  4�.7% )

［段ボール］ 入荷 35�,25�(�04.5% )

 消費 356,296(�05.9% )

 在庫 �22,903(  34.5% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

32 社報告の 3 月古紙仕入は前月比で 3 品ともに

増加し、前年比では段ボールは増加、新聞・雑誌

は減少した。在庫は前月比、前年比で 3 品とも

に増加した。

・三紙会報告の 3 月古紙仕入は前月比で 3 品とも

増加し、前年比で段ボールは増加、新聞・雑誌は

減少した。4 月の仕入は前年比で段ボールは横ば

い、新聞・雑誌は減少する見通しである。

［上物古紙］

3 月の上物古紙在庫は DIP 向け模造を除き前年比

で増加した。メーカー需要は旺盛で、発生は長期

で減少しており、問屋在庫はランニング状態であ

り、タイトな状況は変わらない。

［メーカー側コメント］

3 月の新聞の発注は減少、入荷は順調で荷止めを

行うメーカーもあった。消費は減少、在庫は減少

した。在庫は前月比で減少しているが高水準であ

る。4 月の発注は減少、入荷は順調で調整のため、

荷止めをするメーカーもあった。消費は減少、在

庫は横ばいから増加となる見通しである。5 月の

発注は在庫が高い水準にあるため発注を抑制する

見通しである。月の雑誌の発注は横ばい、入荷は

好調、段ボールからの振り替えがあったことも影

響し消費は順調、在庫は減少しているが高い水準

である。4 月の発注は減少、入荷は好調で荷止め

をしながら調整している。消費は順調で、在庫は

増加の見通しである。5 月の発注は在庫が高い水

準であることから抑制する見通しである。
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3 月の段ボールの発注は 2 月の減少分を戻し、入

荷・消費は順調で在庫は横ばいとなった。4 月の

発注は 5 月に休転を控えているため減少し、入

荷は順調、消費は低調で、在庫増加のため満杯に

なる見通しである。5 月の発注は休転を迎え抑制

する見通しである。

古紙センター業務委員会
　

［平成３０年４月２５日（水）］　pm2：�5 ～

於）古紙センター会議室　

［�］　集団回収実施団体への感謝状贈呈について

 （中・四国地区委員会・九州地区委員会推選）

［2］　全国小中学校 “ 紙リサイクルコンテスト

 ２０１８” 応募促進について

［3］　平成３０年４月～９月段ボール・新聞・雑

誌の消費計画について　　

［4］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

全原連  平成 30 年度  第 10 回理事会報告

平成３０年４月２５日（水）�5：�5 ～ �6：45

於）　古紙再生促進センター

Ⅰ　主要議題

１. 古紙商品化適格事業所及び古紙リサイクルア

ドバイザー　抹消・更新・新規認定申請

２. 古紙在庫状況（平成２９年１月～３月・・

 平成３０年１月～３月）及び雑誌古紙組成調

査結果

３. 古紙不足対策「輸入ＯＮＰブレンドテスト」

実施状況

４. 通常総会事業報告書案

Ⅱ　諸議題

１. 各委員会活動報告

 （１）経営革新委員会（4/�6 開催）

 （２）需給委員会（4/�� 開催）

 （３）ＩＴ推進委員会

 （４）渉外広報委員会

2. 中国の輸入規制とそれに伴う古紙余剰対策

Ⅲ　その他報告事項　　

１. 古紙再生促進センター関係

 （１）業務委員会（4/25 開催）

 （２）資源リサイクル推進議員連盟第３回総会

５月度定例理事会

［平成３０年５月２日（水）］　於）組合会議室

出席理事２１名・監事１名　

［理事長挨拶］

春の叙勲で全原連の栗原理事長が旭日中綬章を受

章されました。又、関連団体である製本工組の大

野理事長が旭日小綬章を受章されました。

［各部報告］

［総務部］

第６２回通常総会に関係する事項の詳細について

後程、確認を致します。

［直納部］

４月度の共販輸出は、上物では１社からの入札が

入り、２社から辞退の申し出がありました。その

結果、国内より低い価格だった為、スキップ（入

札見送り）となりました。

裾物では段ボールとミックスに関しては、輸出業

者３社共に辞退の申し出があり入札不可となりま

した。

市況は、前月と変わらず軟調です。

［新聞・雑誌・段ボール］　新聞古紙の発生は引き

続き少ないが、国内メーカーは在庫をいっぱい
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持っている上、上期にはシャットダウン（工場運

休）の継続もある為、今後しばらくは使用量のみ

の購入に限定され需要は弱含みと予想されます。

価格も弱含みとなっております。

雑誌古紙の発生は年度末で多少、好調であった。

需給状況は弱含みで、問屋在庫・メーカー在庫は

共にいっぱいの状況。

段ボール古紙の発生は安定している。他品種と同

様、メーカー各社の在庫はいっぱいの状況。段ボー

ル原紙の生産は堅調であるものの、シャットダウ

ン（工場運休）を控えている事からメーカーは古

紙発注量の調整を行っています。輸出は思うよう

に出来ていない。

［上物］　産業古紙の発生は出版系は低調ですが、

商印系と事業系は比較的良かったと思われます。

家庭紙メーカーは製品在庫を多く、ミックスが

余ってきた関係で原料調達の環境は良くなってい

る。

［機密系］ 産業古紙の発生減は、機密系古紙の発

生で補われている感がある。　　

［集荷部］

３月の産業古紙の発生は、ある程度良かったが長

続きせず、４月中旬には落ち着いてしまった。

集荷部アンケートの集計が出ました。５年前と比

べ取引先数や取扱い量が減ったとの回答が多く、

将来についても不安であるとの回答が多かった。

集計結果については広報６月号に掲載予定です。

［広報部］　

広報部は５月２８日に広報部委員会を開催し、広

報６月号の記事について検討します。誌面は５月

の総会が中心となり、各支部で行われる支部総会

についても掲載予定です。

［事業部］

引き続き、共同購入として大塚商会「たのめーる」

を代理店ＪＰ（株）を通して紹介・実施していき

ます。

［青年部］

５月１５日（火）青年部総会を精養軒・上野駅前

３１５３店で開催予定です。総会を午後６時３０

分から、懇親会を午後７時から予定しています。

［支部報告］

千代田：5/�4（月）総会「菜の家」

中　央：4/27（金）総会

文　京：5/�8（金）総会　

台　東：4/26（木）総会「上野・翠鳳」

荒　川：4/�4（土）総会「伊豆栄・梅川亭」　

足　立：5/�3（日）～ �4（月）総会「箱根」

山　手：4/28（土）総会「やなぎ鮨」

城　南：4/28（土）総会

江　墨：4/20（金）総会

城　北：5/8（火）総会

［審議・検討・報告事項］ 

１. 日程決め　：

 ②集直合同委員会（ｐｍ4：30～）６月１４日（木）

 ②静岡県紙業協会家庭紙部会との懇談会：

 ６月１８日（月）

2.　製本工組親睦ゴルフコンペ　メンバー決め　

４名「「赤染、梨本、宮内、鈴木」　　　　　

3.　第６２回通常総会に関する件・・・下記の件

についての確認をした

 ①総会関係資料参照－総会招集通知書　

 ②役員会案内　　    ③総会当日の出欠

 ③進行手順書（常任理事用、理事用）　

 ④総会当日の進行と担当者に関する全体確認

（式次第）

 ⑤来賓者の出欠状況と祝辞

 ⑥総会資料について（総会議案の上程）議案書

4．第５６回永年勤続従業員表彰に関する件での

確認をした。

 ①永年勤続従業員表彰申込状況

 ②被表彰者代表決め・・・出席者の中で永年

勤続数の多い方に依頼予定
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５. 賛助会員関係：

 ①ユナイテッド・インシュアランス（株）の

生保取扱いについて・・・保留

 ②丸大食品（株）・・・「２０１８年　丸大の

夏ギフト」案内の配布

 ③コマツカスタマーサポート（株）・・理事会

前に挨拶をした。

古紙センター関東地区委員会
　

［平成３０年５月２２日（火）］ ｐｍ 2：00 ～　

於）古紙センター会議室

［需要動向］　�8 ／ 4 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］ 仕入 52,363(  93.5% )

 出荷 54,445(  99.0% )

 在庫 ��,��6(  20.4% )

［雑　誌］ 仕入 50,467(  85.9% )

 出荷 50,363(  87.0% )

 在庫 �6,2�2(  32.2% )

［段ボール］ 仕入 �40,876(�0�.�% )

 出荷 �38,552(  99.7% )

 在庫 20,827(  �5.0% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］ 入荷 �67,546(  85.5% )

 消費 �76,686(  90.7% )

 在庫 �68,00�(  95.�% )

［雑　誌］ 入荷 ��8,830(�08.7% )

 消費 ��7,222(��7.6% )

 在庫 5�,976(  44.3% )

［段ボール］ 入荷 33�,663(�00.�% )

 消費 322,6�7(  96.7% )

 在庫 �3�,958(  40.9% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

・32 社報告の 4 月古紙仕入は前月比で 3 品とも

に減少し、前年比では段ボールは増加、新聞・

雑誌は減少した。在庫は前月比で新聞は減少し、

段ボール・雑誌は増加し、前年比では 3 品とも

に増加した。

・三紙会報告の 4 月古紙仕入は前月比、前年比で

3 品ともに減少した。5 月の仕入は前年比で 3

品ともに減少する見通しである。

［上物古紙］

・4 月の上物古紙在庫は DIP 向け模造を除き前年

比で増加した。機密文書が優先的に家庭紙で使

用されたことから、問屋の上物古紙在庫が増加

したとみられる。

［メーカー側コメント］

・4 月の新聞の発注は在庫の多いメーカーや休転

したメーカーがあり、抑制から横ばい。入荷は

順調で、消費は計画通り、在庫は減少している

が高水準である。5 月の発注は 4 月同様、抑制

から横ばい、入荷は順調、消費は計画通り、在

庫は減少する見通しである。6 月の発注は 5 月

と同様の傾向になる見通しである。

・4 月の雑誌の発注は休転したメーカーがあり、

抑制から横ばい。入荷は順調、消費は計画通り、

在庫は増加した。5 月の発注は抑制から横ばい、

入荷は順調、消費は計画通り、在庫はほぼ横ば

いとなる見通しである。6 月の発注は在庫が高

水準のメーカーがあり、抑制または横ばいとな

る見通しである。

・4 月の段ボールの発注は休転で抑制したメー

カーもあったが概ね横ばい、入荷は計画通りで

あった。消費は計画通りだが、休転の影響もあ

り例年に比べ低調で、在庫は増加した。5 月の

発注は在庫が高水準のメーカーは調整あるいは

抑制、入荷・消費は順調で、在庫は高水準のま

ま推移するため、6 月の発注は抑制する見通し

である。
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古紙センター業務委員会
　

［平成３０年５月３０日（水）］　pm2：�5 ～　

於）古紙センター会議室　

［�］　通常理事会の報告　　

［2］　平成２９年度古紙開梱組成品質調査結果

［3］　集団回収実施団体への感謝状贈呈につい

 （北海道地区、静岡地区、中・四国地区各

委員の推選）

［4］　紙リサイクル団体表彰について

［5］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛

広報誌　表紙写真募集の件

広  報  部

　皆様には日頃より組合活動にご協力を賜り、厚

く御礼を申し上げます。

さて広報誌の表紙は、従来、特定の組合員様のご

協力で写真を提供して頂いて参りました。

しかしながら諸般の事情により、今後その写真の

利用ができなくなりました。

そこで、組合員の皆様から表紙を飾る写真を公募

したいと思います。下記の要領で、奮って写真を

ご応募ください。お待ちしております。

募集要項
募集写真：白黒またはカラー写真、焼き付け、

　　　　　または添付ファイル

題　材　：風景、季節、催事を扱ったもの

提出時期：随時

募集写真提出先　：　　

〒 110-0016　東京都台東区台東 3-16-1

東京都製紙原料協同組合　事務局

ＴＥＬ　０３－３８３１－７９８０

ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｅ ‐ mail　：　info ＠ kosi ‐ tokyo.or.jp

編  集  後  記

広報部副部長　武田誠一郎

　関東も梅雨入りしジメジメした日が続いていま

すが、みなさん元気にお過ごしでしょうか。

最近、上野公園の国立西洋美術館でプラド美術館

展が開催され巨匠ベラスケスの絵画を鑑賞に行き

ました。

スペインの宮廷画家で光と影のコントラストが特

徴で４００年以上前に描かれた絵画ですが現在で

も高い評価を得られています。

この絵画の影響を受けたくさんの画家が画法を進

化させ現在に至っている訳です。

我々の業界は戦後７３年まだまだ茨の道ではあり

ますが進化を遂げて行かなければならない。和を

以て貴しと為すと云う言葉がありますが協調・協

力・協和を大事にしてみんなで頑張っていきま

しょう。

賛助会員新入会のご紹介

　賛助会員制度は、組合員外との交流、連携をよ

り促進させ、組合組織の充実強化を図る為にこの

制度を導入しました。

賛助会員数は５月までに４社が入会しており、　

６月より新たに次の１社が加わりました。

損害保険会社代理店

ユナイテッド・インシュアランス（株）
＊広告ページ参照
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組合総合名簿の協賛広告について

広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では、名簿作成の際に協賛広告掲載ご協力

頂きました企業・団体に対し１回ずつ無料で広告

掲載をさせて頂きます。掲載の順番や掲載ページ

は、こちらの都合で行いますのであらかじめご了

承願います。（広告を掲載した号の広報誌は、該

当の企業・団体にお送りいたします）

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。料金等は次のように

なります。

＜広告料金について＞

広報誌は、１月号、３月号、６月号、９月号、

１１月号の年５回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

年 � 回の掲載　:　�4,000 円

年 2 回の掲載　:　26,000 円 (�3,000 円× 2 回 )

年 3 回の掲載　:　36,000 円 (�2,000 円× 3 回 )

年 4 回の掲載　:　44,000 円 (��,000 円× 4 回 )

年 5 回の掲載　:　50,000 円 (�0,000 円× 5 回 )

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合

電　話　０３－３８３１－７９８０

ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｋ－ 19

Ｋ－ 20

石 膏 ボ ー ド 原 紙

高 砂 製 紙 株 式 会 社

本社工場　　茨城県常総市豊岡町甲 6 0 番 地
　　　　　　　　〒 303-0041　TEL （0297） 24-0611 ㈹

　　　　　　　　　　　　　　　FAX （0297） 24-0617

I S O 14001

OHSAS 18001
認証取得

代表取締役　須　藤　永　作
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Ｋ－ 21

Ｋ－ 22

60 年間、富士のふもとで
環境と紙のことを考え続けてきました。

印  刷  用  紙

高尾製紙株式会社
代表取締役社長　大　石　恭　平

〒 418-0023　静岡県富士宮市山本 200 － 1
電　話　〈０５４４〉２６－８１２８（代）
HP  　http://www.takano-paper.co.jp/

Ｋ－ 21

Ｋ－ 22

60 年間、富士のふもとで
環境と紙のことを考え続けてきました。

印  刷  用  紙

高尾製紙株式会社
代表取締役社長　大　石　恭　平

〒 418-0023　静岡県富士宮市山本 200 － 1
電　話　〈０５４４〉２６－８１２８（代）
HP  　http://www.takano-paper.co.jp/
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賛助会員の入会特典

入会されますと次のような特典があります。

�．組合広報誌を毎号贈呈

2．広報誌に無料で広告掲載が出来る。

3．広報紙面において加入後１回に限り、賛助会

員紹介として企業紹介・事業紹介をする事が出

来る。

4．賛助会員の共同購入事業を詳しく紹介するた

めの講習会を実施する事が出来る。

5．年１回、組合総会の懇親会に参加する事が出

来る。その他についても計画中です。

賛助会員にご加入希望の方、及び、入会のご紹介

をいただける方は組合事務局へご連絡ください。

詳細についてご案内致します。

　

現在、下記５社の賛助会員が在籍中です。

１．丸大食品（株）

２．矢崎エナジーシステム（株）

３．（株）Ｆ－ＳＵＮツーリストジャパン

４．コマツカスタマーサポート（株）

５．ユナイテッド・インシュアランス（株）

Ｋ－ 23

Ｋ－ 24

マーケットとともに、
　　　　　時代を呼吸する
－新時代の紙流通の担い手＜ＴＫＫ＞－

大 王 製 紙 代 理 店

東京紙パルプ交易株式会社
本 店

 〒 104-0031

大 阪 支 店

 〒 541-0043

名 古 屋 支 店

 〒 460-0003

九 州 支 店

 〒 812-0011

東京都中央区京橋３－１４－６

ＴＥＬ （０３）３５６２－７２００（代表）

大阪府大阪市中央区高麗橋４－５－２

ＴＥＬ （０６）６２３３－７１６１（代表）

愛知県名古屋市中区錦３－４－６

ＴＥＬ （０５２）９５１－８３１０

福岡県福岡市博多区博多駅前１－１４－１６

ＴＥＬ （０９２）４７２－３３００
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年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

その中の１社である矢崎エナジーシステム㈱様

より年間掲載（有料）のお申し込みを頂いており

ます。有難うございました。

又、賛助会員でもあります。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。



38

No.3�320�8 年 6 月

本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1
   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7
   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918


